
建築学は人間生活の基盤である生活空間を創造する最も普遍的な学の一つです。人と地球に関わる普
遍的課題と先端的課題に応えるためには、「計画」・「構造」・「環境」という建築の基礎的学問領域を修め
ると同時に、これらを総合して課題に対応する「空間デザイン」の能力が求められます。
建築学科（学部）・建築学専攻（大学院）は、変化する時代に的確に、また、総合的に対応できる人材の養
成を目指して、専門性と総合性の結合した教育を行います。

環境との共生、安全で豊かな生活空間の創出

http://www.arch.kobe-u.ac.jp

建築学は、日常の生活から社会生活に至る様々な空間や
領域を創造していくことを目指しています。その目標は、
環境としての快適さや利便性、安全な強度を確保するとい
う従来必須の要件だけでなく、近年では環境に配慮した
持続的発展を考慮した創造が求められています。かつて
のように造り続けていくことだけに重点を置くのではな
く、人間とその社会が過去から現在に至るまで営 と々築い
てきた人間環境を継承しながら、より広く地球や自然環
境との共生を図りながら新たに創造していくことが求めら
れています。建築学科・建築学専攻は、そのような人類永
遠の課題を踏まえつつ、建築単体だけではなく、地域空
間から都市空間、さらに地球環境に直結するエコロジー
をも展望することのできる人材の養成を目指すための教

建築学科・建築学専攻の教育の特色 カリキュラムの特色

建築学科

博士課程前期課程においては、「計画」・「構造」・「環境」と
いう建築の基礎的学問領域のより高度な知識を習得し、こ
れらを総合して現実的課題に対する具体的解答を導き出
す「空間デザイン」の能力を備えた人材を養成するための
カリキュラムを編成しています。
博士課程後期課程においては、それぞれの専門分野に対
応した理論の構築と深化を目指し、国際性を有する高度な
専門知識を備えた人材の育成を目的とした教育研究システ
ムが用意されています。

建築学専攻

建築学科・建築学専攻

無響室の様子

鋼構造骨組の実大載荷実験

「空間デザイン講座」
建築史、建築論、歴史環境の保全修復計画、人間居住と住宅・
地域計画、建築・都市防災と建築計画、都市計画の基礎理論に
関する教育研究を行います。

建築構造物の安全性、各種構造物の部材や接合部の力学挙動
と構造解析、耐震構造・制振構造などの耐震安全性、性能向上、
構造システム等に関する教育研究を行います。

卒業設計発表会

講座構成・研究の紹介

建築学科の主な授業科目

建築学科では、人間性・社会性、国際性、創造性、専門性及
び総合性の教育を理念としており、その理念に沿った教
育目標を達成するために、工学及び人文･社会･芸術の諸
領域にまたがった教養･専門基礎教育、建築学の「計画」・
「構造」・「環境」の基礎から応用にいたる専門教育、さら
に総合的、実践的な空間デザイン教育へと繋がる体系的
なカリキュラムを編成しています。教育目標で掲げてい
る「総合性の教育」を実現するため、計画、構造、環境の演
習や実務関連科目では、学内スタッフに加えて、実社会で
活躍する建築家、プランナー、エンジニアによる指導体制
も充実させているほか、4年次には、1人の教員に少人数
の学生が所属する「ゼミ」において、それまでの学びを総
合して新しいかたちをつくる「卒業研究」の指導を行いま
す。建築学科では、個々の特性に合ったみずからの学びを
主体的に探究することを重視し、独自性の高い多様な人
材の育成を目指した教育を展開します。

建築学科では、大学院工学研究科建築学専攻を構成する 4つの講座に属する教職員により教育が行われます。大学院工学研究科では、建
築の基本的な系に対応する 3つの講座（建築計画学講座、建築構造工学講座、建築環境工学講座）に加えて、「空間デザイン講座」を設置し、
より安全で豊かな生活空間の創出を行う実践的なデザイナーを養成する教育研究を行います。大学院工学研究科の 4つの講座では、以下
の教育研究を行っています。

　入学直後から専門的な学習に着手するため、早い時期から、建築家・建築技術者の職能への関心を持ち、より具体的にみずからの学びの目
標を定めることが可能です。建築学科では、みずからの学びを特に積極的に探究する学生のための科目（探究型建築演習）も用意し、主体性・
独自性・多様性を重んじた教育を行います。

「建築計画学講座」

「建築環境工学講座」「建築構造工学講座」

建築・環境デザイン、構造デザインから、構造・情報システム、
環境マネジメントまでの空間創出のための総合的・実践的な
デザインに関する教育研究を行います。 

建築物における音、熱、空気、光などの環境の解析と制御及び
計画に関する教育研究を行います。

育研究を行います。このため、空間デザイン、建築計画学、
建築構造工学、及び建築環境工学の 4 講座を設置してい
ます。

Architecture

4年
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q～4Q

卒業研究

◎設計演習1 ◎設計演習2 ◎設計演習3 〇設計演習4 〇設計演習5 〇設計演習6 設計演習7 設計演習8

設計基礎C1 ◎設計基礎C2

図学 製図法

設計基礎B1 設計基礎B2 設計基礎B3

情報図学 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ・ﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞ ﾃﾞｼﾞﾀﾙ・ﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞ

設計基礎A1 設計基礎A2

デッサン、
立体造形

立体造形、
模型制作

◎都市計画Ⅰ ◎都市計画Ⅱ 都市計画Ⅲ まちづくり論

◎建築計画Ⅰ ◎建築計画Ⅱ ◎建築計画Ⅲ ◎建築計画Ⅳ 居住環境論

○建築デザイン入門 ○建築意匠 建築設計論 現代建築論 環境デザインA 環境デザインB

○近代建築史

建築環境工学演習 建築設備システム

都市熱環境計画

塑性解析 構造設計Ⅱ（1Q）

○建築構法 ○構造計画学

○振動学1 ○建築耐震構造 ○振動学2

○構造・材料実験 ○建築鋼構造学2

○建築コンクリート構造学2

○構造力学Ⅲ

◎初年次セミナー

知的財産入門

○微分積分1 ○微分積分2 ○微分積分3 ○微分積分4 ○数理統計1 ○数理統計2

○線形代数1 ○線形代数2 ○線形代数3 ○線形代数4

○力学基礎1 ○力学基礎2 ○連続体力学基礎 ○熱力学基礎

構造設計Ⅰ

◎建築生産学

ベクトル解析

語学，健康・スポーツ科学実習，情報科学，一般教養

○構法システム ◎構造力学Ⅰ ○構造演習Ⅰ

複素関数論 フーリエ解析

○常微分方程式論

建築素材論 ◎建築コンクリート構造学1

◎構造力学Ⅱ ○構造演習Ⅱ

探究型建築演習

◎建築・都市・環境法制

◎日本建築史 ○西洋建築史

◎建築設備

◎建築環境工学Ⅰ 熱環境計画

◎：必修、〇：選択要望、無印：選択

◎建築材料学 ◎建築鋼構造学1

○防災構造工学

◎建築環境工学Ⅱ 音環境計画 光環境計画

1年 2 年 3年

みずからの学びを新しいかたちにする

みずからの学びをつかむ

建築の学びを広め、深める建築の基本を学ぶ

 みずからの学びを探す

学びの基盤をつくる

計画系

環境系

構造系

共通科目

設計演習

塑性解析 構造設計Ⅱ（1Q）

○建築構法 ○構造計画学

○振動学1 ○建築耐震構造 ○振動学2

○構造・材料実験 ○建築鋼構造学2

○建築コンクリート構造学2

○構造力学Ⅲ

構造設計Ⅰ

◎建築生産学

○構法システム ◎構造力学Ⅰ ○構造演習Ⅰ

建築素材論 ◎建築コンクリート構造学1

◎構造力学Ⅱ ○構造演習Ⅱ

◎建築材料学 ◎建築鋼構造学1

○防災構造工学

建築環境工学演習 建築設備システム

都市熱環境計画

◎建築設備

◎建築環境工学Ⅰ 熱環境計画

◎建築環境工学Ⅱ 音環境計画 光環境計画

◎都市計画Ⅰ ◎都市計画Ⅱ 都市計画Ⅲ まちづくり論

◎建築計画Ⅰ ◎建築計画Ⅱ ◎建築計画Ⅲ ◎建築計画Ⅳ 居住環境論

○建築デザイン入門 ○建築意匠 建築設計論 現代建築論 環境デザインA 環境デザインB

○近代建築史

◎建築・都市・環境法制

◎日本建築史 ○西洋建築史

設計基礎C1 ◎設計基礎C2

図学 製図法

設計基礎B1 設計基礎B2 設計基礎B3

情報図学 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ・ﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞ ﾃﾞｼﾞﾀﾙ・ﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞ

設計基礎A1 設計基礎A2

デッサン、
立体造形

立体造形、
模型制作

◎設計演習1 ◎設計演習2 ◎設計演習3 〇設計演習4 〇設計演習5 〇設計演習6 設計演習7 設計演習8
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